流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施要領

（趣旨）

第１条　この要領は、市内において高齢者ふれあいの家を開設し、高齢者の生きがいや社会的孤立感の解消等に寄与し、もって高齢者福祉の向上に貢献している者に対し､市が高齢者ふれあいの家の推進を図るための支援を行うに当たり必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条　この要領において、高齢者ふれあいの家とは、家に閉じこもりがちな地域のおおむね６５歳以上の高齢者が自由に集まり､次に掲げる交流を行う施設をいう｡

（１）高齢者の健康､生きがい等に関する趣味活動又は教養講座等の開催による高齢者相互の交流

（２）高齢者と子ども等との世代間の交流

（支援施設）

第３条　支援は､市内の民家等を利用し、その民家等の所有権又は使用権を有する者が開設している、高齢者ふれあいの家を対象として行うものとする。ただし、その高齢者ふれあいの家の活動が政治・宗教・営利を目的とする活動と認められるものについては、この限りではない｡

（支援の基準）

第４条　支援は、次の各号のいずれにも該当する場合に行うものとする。

（１）１日２時間以上であって週１日以上開催していること。なお、週1回開催の場合には、開設後３年以内に週２回の開催に向け努力すること。
（２）利用する高齢者が､１年度において開催１回当たり最高５人以上であること。
（支援の種類等）

第５条　支援の種類は、人的支援及び支援費の支給とし、その内容は、別表のとおりとする。

（支援の申出）

第６条　高齢者ふれあいの家を開設している者であって支援を受けようとする者は、流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施申出書（別記第１号様式）に開設に係る資料を添えて、市長に提出しなければならない。
（実施の決定）

第７条　市長は、前条の規定による申出を受けたときは、速やかに本事業の実施趣旨に適合しているか否かを審査し、実施の可否を決定し、流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施決定（却下）通知書（別記第２号様式）により、当該申出に係る者に通知するものとする。
（開設等準備金の申請）
第８条　別表第２項（２）に該当する支出がある場合は、流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施開設等準備金支給申請書（別記第３号様式）に支出を確認できる書類を添えて、実施決定後１か月以内に市長に提出しなければならない。
（開設等準備金の支給決定）
第９条　市長は、前条の規定による申請を受けたときは、その内容を審査し、支給の可否を決定し、流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施開設等準備金支給決定（却下）通知書（別記第４号様式）により、当該申請に係る者に通知するものとする。
（開設等準備金の請求）
第１０条　前条の規定による支給決定の通知を受けた者が開設等準備金の交付を受けようとするときは、流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施開設等準備金請求書（別記第５号様式）を市長に提出しなければならない。

（実施の報告）
第１１条　第７条の規定により実施決定の通知を受けた者は、事業の実施状況について、毎月の報告を流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施報告書（別記第６号様式）により、４月から９月分、１０月から翌年３月分の報告を流山市高齢者ふれあいの家活動実績報告書（別記第７号様式）により市長に報告しなければならない。
（賃貸借契約に係る書類の提出）

第１２条　本事業による支援を受けている者が、利用施設等の賃貸借契約を締結し、賃借料を支払う場合は、施設の賃貸借契約書又は支払の確認ができる書類の写しを提出しなければならない。
(補則)

第１３条　この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　　　附　則
　この要領は、平成１４年４月１日から施行する。

　　　附　則
　この要領は、平成２１年８月１日から施行する。

　　　附　則
　この要領は、平成２２年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この要領は、平成２４年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この要領は、平成２４年１１月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成２５年５月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成２７年４月１日から施行する。
　　　附　則
　（施行期日）
１　この要領は、平成２９年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　この要領による改正後の流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施要領の規定は平成２９年４月１日（以下「適用日」という。）以後の実施事業に対し適用し、適用日前の実施事業については、なお従前の例による。
　　　附　則
　この要領は、平成３０年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成３０年１１月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成３１年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、令和元年６月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、令和３年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、令和４年４月１日から施行する。
別　表（第５条関係）
１　人的支援等
（１）各種教養講座等に対する市職員の派遣

（２）開設に当たって広報紙による市民への周知

（３）活動に必要な市所有の資材の借用等に係る仲介
２　支援費の支給
（１）開催に応じた支援費
　　　次の表の額を年２回支給する。

	　利用人数
　（月平均）
（月平均）
開催回数
	～１００人
	１０１人～
３００人
	３０１人～
５００人

	５０１人～

	月１９回以上
	７５，０００円
	８０，０００円
	８５，０００円
	９０，０００円

	月１１回～１８回
	５０，０００円
	５５，０００円
	６０，０００円
	６５，０００円

	月６回～１０回
	３８，０００円
	４０，０００円
	４３，０００円
	４５，０００円

	月５回まで
	２０，０００円
	２２，０００円
	２３，０００円
	２５，０００円


　　　　注ア　利用人数は、当該施設を利用する６５歳以上の高齢者及び６５歳以上の高齢者とともに参加した児童とする。

　　　　　イ　１回の開催時間は、２時間以上とする。
　　　　　ウ　開設時期又は閉鎖時期が年度途中の場合は、上の表の額を基準とし、次の表の支給割合相当額を支給するものとする。
	開設期間
	121日以上
	120日
～91日
	90日
～61日
	60日以下

	支給割合
（％）
	100％
	75％
	50％
	25％


エ　本事業による支援を受けている者が、利用施設等の賃貸借契約を締結し賃借料を支払う場合は、月額２万円を限度額として加算して支給する。
（２）開設等準備金
　　開設に当たっての備品等の調達及び事業宣伝に係る費用並びに家屋の改修等開設に伴う準備金として、開設時に２０万円を限度に支給する。ただし、利用施設等の貸主の都合等の開設者の責に因らない理由により、やむを得ず実施場所を変えて高齢者ふれあいの家を実施する場合は、開設時でなくとも、準備金を支給する。
　　
別　記

第１号様式（第６条関係）

　年　　月　　日　

　（宛先）流　山　市　長　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　※
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※本人が手書きしない場合は押印してください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話

流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施申出書

　高齢者ふれあいの家を開設したので、次のとおり申出します。

１　実施施設

　　自宅・使用権を有する民間施設・学童クラブ・その他(　　　　)

　　名称

　　場所

　　面積

　　設備

２　実施時間等

　　週　　回（月・火・水・木・金・土・日曜日）

　　実施時間　　午前・後　　　時から

　　　　　　　午前・後　　　時まで

３　利用（見込み）者数　　　　人

４　実施(予定)事業　（実施又は実施予定している事業を○で囲む。）

（１）高齢者の健康、生きがい等に関する趣味活動又は教養講座等の開催による高齢者相互の交流事業

（２）高齢者と子ども等との世代間の交流事業

５　事業実施日

　　　　　　　年　　月から

６　添付資料

（１）利用案内に係るパンフレット

（２）その他

第２号様式（第７条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流山市指令第　　号　

　年　　月　　日　

　　　　　　　　様　

　　　　　　　　　　　　　　　　　流山市長　　　　　　　　　 eq \o\ac(□,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施決定（却下）通知書

　　　　　

　年　月　日付けで申出のあった高齢者ふれあいの家支援事業の

実施について、下記のとおり決定（却下）したので通知します。

記

１　決定

　　実施者

　　　住所

　　　氏名

　　　電話

　　実施施設

　　　名称

　　　場所

　　　面積

　　実施時間　　　曜日の週　　回

　　　　　　　　　時から　　　　時まで

　事業内容等

２　却下

（理由）
第３号様式(第８条関係)

　　年　　月　　日　

（宛先）流山市長
申請者　住所　　　　　　　　　　
施設名　　　　　　　　　　
代表者　　　　　　　　　　※
※本人が手書きしない場合は押印してください
電話番号　　　　　　　　　　

流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施開設等準備金支給申請書

　　　　　年　　月　　日付け流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施決定通知書により決定したことについて、流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施要領第８条の規定により、次のとおり申請します。

１　開設等に伴う必要経費　　　　　　　　　　　　円

　　（内訳）

第４号様式（第９条関係）

流山市指令第　　　号
　　年　　月　　日
　　　　　　　様

流山市長　　　　　　　　　 eq \o\ac(□,印)
流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施開設等準備金支給決定
（却下）通知書

　　　　年　　月　　日付けで申請のあった流山市高齢者ふれあいの家支援事業開設等準備金支給申請について、流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施要領第９条の規定により、次のとおり決定（却下）したので通知します。
記

１　準備金支給決定額　　　　　　　　　　　　　円

２　却下

（理由）
第５号様式（第１０条関係）

　年　　月　　日　

（宛先）流　山　市　長

　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　施設名
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　※
　　　　　　　　　　　　　　　　　※本人が手書きしない場合は押印してください
　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施開設等準備金請求書

　年　　月　　日付け流山市指令第　　　号で支給決定のあった流山市高齢者ふれあいの家開設等に伴う準備金を下記のとおり請求します。

記

請　求　額　　　　　　　　　　　　円

口座振込先金融機関

	　　　　　　　　　　銀行　　　　　　　　　　　店

	預金種別
	１　普通　　　２　当座　　　３　貯蓄

	口座番号
	

	フリガナ
	

	口座名義
	


注　１　開設等準備金として支出したものが確認出来る書類（領収書の

写し等）を添付ください。

　　２　振込先は、通帳と照合し、正確に記入してください。
第６号様式（第１１条関係）

　年　　月　　日　

（宛先）流　山　市　長　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　施設名
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　※
　　　　　　　　　　　　　　　　　※本人が手書きしない場合は押印してください
　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
流山市高齢者ふれあいの家支援事業実施報告書

　年　　月分の高齢者ふれあいの家支援事業を下記のとおり実施したので報告します。

記

１　実施時間等

　　期間　　　月　　日から　　月　　日まで

　　週　　回（月・火・水・木・金・土・日曜日）延べ　　回

　　実施時間　　午前・後　　　時から

　　　　　　　午前・後　　　時まで

　　利用者数　延べ　　　人
　　　　　　最高　　　人（　　月　　日　　曜日）

２　実施した事業（実施した事業を○で囲む）

（１）高齢者の健康、生きがい等に関する趣味活動又は教養講座等の開催による高齢者相互の交流事業

（２）高齢者と子ども等との世代間の交流事業

３　開設施設の賃貸借契約による賃借料支払の有無

　　□有（当月賃借料　　　　　　　円）
　　□無

４　その他特記事項
第７号様式（第１１条関係）

　　年　　月　　日　

（宛先）流山市長

住　　所　　　　　　　　　　　　　　　

施設名　　　　　　　　　　　　　　　

代表者　　　　　　　　　　　　　　※
※本人が手書きしない場合は押印してください
電話番号　　　　　　　　　　　　　

流山市高齢者ふれあいの家活動実績報告書
　　年度の活動実績（　月～　月分）について下記のとおり報告します。
　なお、別途確認依頼のありました謝礼の振込先については、下記のとおりお願いします。
記

１　活動実績（　月～　月分）
	実　　績

	開催実績
	実施回数
	　　　　　　　　　回

	
	利用人数
	人

	
	最高人数
	　　　　　　　　　人

	賃借料実績
	　　　　　　　　　円


２　振込先金融機関

	　　　　　　　　　　　銀行　　　　　　　　　　　　店

	預金種別
	　　　１　普通　　　２　当座　　　３　貯蓄

	口座番号
	

	フリガナ
口座名義
	


注　振込先は、通帳と照合し、正確に記入してください。
　　代表者と振込先の口座名義人が違う場合は裏面委任状に記入下さい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面へ続く）
	委任状
ふれあいの家に係る謝礼については上記口座名義人に受領を委任します。
　　　　　年　　月　　日
　　委任者　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


